
宮城県総合教育センター

月 ． 日

宮城県総合教育センター

月 ． 日

（ 講 話 ） 「私の学校経営」

８ ． 31（金）
（ 講 義 ） 「企業が求める人材とその育成」

（ 協 議 ） 「学校経営上の課題」

７ ． 25（水）
（ 講 義 ） 「過重労働対策セミナー」（福利課事業）

（講義･演習）「リスクマネジメント」

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

７ ． 24（火）
（ 講 義 ） 「学校における危機管理」　「学校組織マネジメント」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」

５ ． 31（木）
（ 講 義 ） 「生徒指導上の問題への対応」　「適切な会計処理」

「食物アレルギー研修」　「教職員の服務規律確保」

「学校経営の課題と校長の役割」　「本県の学校教育の現状と課題」

「特別支援教育の動向」

（ 講 義 ） 「評価者研修」

（ 協 議 ） 「学校経営に関する意見交換」

対 象 者 高等学校・特別支援学校新任校長　　　※前年度未受講者を含む。

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

５ ． 15（火）
（ 講 話 ）

目　　的 　学校の指導的役割を果たすべき校長としての職務について理解を深め，校長としての資質と学校経
営能力の向上を図る。

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

高等学校・特別支援学校新任校長研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

（講義･演習）「リスクマネジメント」

（ 講 話 ） 「私の学校経営」

研修会番号 ３７
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

７ ． 24（火）
（ 講 義 ） 「学校における危機管理」　「学校組織マネジメント」

８ ． 31（金）
（ 講 義 ） 「企業が求める人材とその育成」

（ 協 議 ） 「学校経営上の課題」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」

７ ． 25（水）
（ 講 義 ） 「過重労働対策セミナー」（福利課事業）

（ 講 義 ） 「評価者研修」

（ 協 議 ） 「学校経営に関する意見交換」

５ ． 31（木）
（ 講 義 ） 「不登校への対応」　「ネットトラブルへの対応」

「食物アレルギー研修」　「教職員の服務規律確保」

５ ． 15（火）
（ 講 話 ） 「学校経営の課題と校長の役割」　「本県の学校教育の現状と課題」

「特別支援教育の動向」

目　　的 　学校の指導的役割を果たすべき校長としての職務について理解を深め，校長としての資質と学校経
営能力の向上を図る。

対 象 者 小学校・中学校新任校長　　　※前年度未受講者を含む。

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ３６

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

小・中学校新任校長研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力
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　学校の管理運営の基本について理解を深め，教頭としての資質と職務遂行能力の向上を図る。

月 ． 日

　学校の管理運営の基本について理解を深め，教頭としての資質と職務遂行能力の向上を図る。

月 ． 日

７ ． 27（金）
（ 講 義 ） 「危機管理について」　「適切な学校事務管理」
（研究協議） 「教育法規と教頭の役割」

（ 講 話 ） 「教頭に期待すること」

９ ． ４（火）
（ 講 義 ） 「学校事故とその対応」
（ 協 議 ） 「学校運営上の課題」

（ 説 明 ） 「学ぶ土台づくり」
（講義･演習）「マネジメント研修」（リスクマネジメントにおける法規の理解）

７ ． 26（木）
（ 講 義 ） 「学校運営と保護者」　「ＣＩＯ研修」　「食物アレルギー研修」
（講義･演習）「教職員のメンタルヘルス」（福利課事業）

６ ． 27（水）
（ 講 義 ） 「昇給のための評価者研修」　
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換②」

「特別支援教育における校内支援体制づくりと関係機関との連携」（高校）
「就学支援の実際」（小中・特）　「教職員の服務規律確保」

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換①」

６ ． ７（木）
（ 講 義 ） 「特別支援教育の推進に向けて教頭に望むこと」　「発達障害の理解と支援」

５ ． 25（金）
（ 講 話 ） 「学校運営の課題と教頭の職務」　「本県教育の現状と課題」
（ 講 義 ） 「評価者研修」

対 象 者 高等学校・特別支援学校新任教頭　※前年度未受講者を含む。

会　　場 宮城県総合教育センター

(曜) 研　　修　　内　　容

目　　的

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

高等学校・特別支援学校新任教頭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

（ 講 話 ） 「教頭に期待すること」

研修会番号 ３９
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

９ ． ４（火）
（ 講 義 ） 「学校事故とその対応」
（ 協 議 ） 「学校運営上の課題」

（講義･演習）「教職員のメンタルヘルス」（福利課事業）

７ ． 27（金）
（ 講 義 ） 「危機管理について」　「適切な学校事務管理」
（研究協議） 「教育法規と教頭の役割」

（ 説 明 ） 「学ぶ土台づくり」
（講義･演習）「マネジメント研修」（リスクマネジメントにおける法規の理解）

７ ． 26（木）
（ 講 義 ） 「学校運営と保護者」　「ＣＩＯ研修」　「食物アレルギー研修」

６ ． 27（水）
（ 講 義 ） 「昇給のための評価者研修」　
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換②」

「特別支援学級・通級指導教室における教育課程の編成」
「就学支援の実際」「教職員の服務規律確保」

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換①」

６ ． ７（木）
（ 講 義 ） 「特別支援教育の推進に向けて教頭に望むこと」　「発達障害の理解と支援」

(曜) 研　　修　　内　　容

５ ． 25（金）
（ 講 話 ） 「学校運営の課題と教頭の職務」　「本県教育の現状と課題」
（ 講 義 ） 「評価者研修」

目　　的

対 象 者 小学校・中学校新任教頭　※前年度未受講者を含む。

会　　場 宮城県総合教育センター

小・中学校新任教頭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ３８

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期
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宮城県総合教育センター

月 ． 日

宮城県総合教育センター

月 ． 日

（ 講 話 ） 「私の学校経営」

８ ． 31（金）
（ 講 義 ） 「企業が求める人材とその育成」

（ 協 議 ） 「学校経営上の課題」

７ ． 25（水）
（ 講 義 ） 「過重労働対策セミナー」（福利課事業）

（講義･演習）「リスクマネジメント」

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

７ ． 24（火）
（ 講 義 ） 「学校における危機管理」　「学校組織マネジメント」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」

５ ． 31（木）
（ 講 義 ） 「生徒指導上の問題への対応」　「適切な会計処理」

「食物アレルギー研修」　「教職員の服務規律確保」

「学校経営の課題と校長の役割」　「本県の学校教育の現状と課題」

「特別支援教育の動向」

（ 講 義 ） 「評価者研修」

（ 協 議 ） 「学校経営に関する意見交換」

対 象 者 高等学校・特別支援学校新任校長　　　※前年度未受講者を含む。

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

５ ． 15（火）
（ 講 話 ）

目　　的 　学校の指導的役割を果たすべき校長としての職務について理解を深め，校長としての資質と学校経
営能力の向上を図る。

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

高等学校・特別支援学校新任校長研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

（講義･演習）「リスクマネジメント」

（ 講 話 ） 「私の学校経営」

研修会番号 ３７
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

７ ． 24（火）
（ 講 義 ） 「学校における危機管理」　「学校組織マネジメント」

８ ． 31（金）
（ 講 義 ） 「企業が求める人材とその育成」

（ 協 議 ） 「学校経営上の課題」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」

７ ． 25（水）
（ 講 義 ） 「過重労働対策セミナー」（福利課事業）

（ 講 義 ） 「評価者研修」

（ 協 議 ） 「学校経営に関する意見交換」

５ ． 31（木）
（ 講 義 ） 「不登校への対応」　「ネットトラブルへの対応」

「食物アレルギー研修」　「教職員の服務規律確保」

５ ． 15（火）
（ 講 話 ） 「学校経営の課題と校長の役割」　「本県の学校教育の現状と課題」

「特別支援教育の動向」

目　　的 　学校の指導的役割を果たすべき校長としての職務について理解を深め，校長としての資質と学校経
営能力の向上を図る。

対 象 者 小学校・中学校新任校長　　　※前年度未受講者を含む。

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ３６

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

小・中学校新任校長研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

40

　学校の管理運営の基本について理解を深め，教頭としての資質と職務遂行能力の向上を図る。

月 ． 日

　学校の管理運営の基本について理解を深め，教頭としての資質と職務遂行能力の向上を図る。

月 ． 日

７ ． 27（金）
（ 講 義 ） 「危機管理について」　「適切な学校事務管理」
（研究協議） 「教育法規と教頭の役割」

（ 講 話 ） 「教頭に期待すること」

９ ． ４（火）
（ 講 義 ） 「学校事故とその対応」
（ 協 議 ） 「学校運営上の課題」

（ 説 明 ） 「学ぶ土台づくり」
（講義･演習）「マネジメント研修」（リスクマネジメントにおける法規の理解）

７ ． 26（木）
（ 講 義 ） 「学校運営と保護者」　「ＣＩＯ研修」　「食物アレルギー研修」
（講義･演習）「教職員のメンタルヘルス」（福利課事業）

６ ． 27（水）
（ 講 義 ） 「昇給のための評価者研修」　
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換②」

「特別支援教育における校内支援体制づくりと関係機関との連携」（高校）
「就学支援の実際」（小中・特）　「教職員の服務規律確保」

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換①」

６ ． ７（木）
（ 講 義 ） 「特別支援教育の推進に向けて教頭に望むこと」　「発達障害の理解と支援」

５ ． 25（金）
（ 講 話 ） 「学校運営の課題と教頭の職務」　「本県教育の現状と課題」
（ 講 義 ） 「評価者研修」

対 象 者 高等学校・特別支援学校新任教頭　※前年度未受講者を含む。

会　　場 宮城県総合教育センター

(曜) 研　　修　　内　　容

目　　的

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

高等学校・特別支援学校新任教頭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

（ 講 話 ） 「教頭に期待すること」

研修会番号 ３９
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

９ ． ４（火）
（ 講 義 ） 「学校事故とその対応」
（ 協 議 ） 「学校運営上の課題」

（講義･演習）「教職員のメンタルヘルス」（福利課事業）

７ ． 27（金）
（ 講 義 ） 「危機管理について」　「適切な学校事務管理」
（研究協議） 「教育法規と教頭の役割」

（ 説 明 ） 「学ぶ土台づくり」
（講義･演習）「マネジメント研修」（リスクマネジメントにおける法規の理解）

７ ． 26（木）
（ 講 義 ） 「学校運営と保護者」　「ＣＩＯ研修」　「食物アレルギー研修」

６ ． 27（水）
（ 講 義 ） 「昇給のための評価者研修」　
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換②」

「特別支援学級・通級指導教室における教育課程の編成」
「就学支援の実際」「教職員の服務規律確保」

（ 協 議 ） 「法規範の遵守」

（ 説 明 ） 「長期特別研修」
（ 協 議 ） 「学校運営に関する意見交換①」

６ ． ７（木）
（ 講 義 ） 「特別支援教育の推進に向けて教頭に望むこと」　「発達障害の理解と支援」

(曜) 研　　修　　内　　容

５ ． 25（金）
（ 講 話 ） 「学校運営の課題と教頭の職務」　「本県教育の現状と課題」
（ 講 義 ） 「評価者研修」

目　　的

対 象 者 小学校・中学校新任教頭　※前年度未受講者を含む。

会　　場 宮城県総合教育センター

小・中学校新任教頭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ３８

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期
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月 ． 日

「主幹教諭の職務の実際」

「主幹教諭の職務の実際」

「学校組織運営の課題とその対応」

「学校組織と主幹教諭」

「学校組織運営の実践的取組と今後の課題」

新任主幹教諭研修会

高等学校，特別支援学校新任主幹教諭 ※前年度未受講者を含む。

宮城県総合教育センター

月 ． 日

５ ． 30 (水） 「主幹教諭に期待すること」（共通）

「本県教育の現状と課題」（校種ごと）

「学校組織運営における主幹教諭の役割と課題」（校種ごと）

９ ． 25 (火) 「主幹教諭の職務の実際（震災後の課題に対応する学校マネジメント）」（共通）

「学校組織運営の課題とその対応（自校のリスクマネジメント）」（校種ごと）

12 ． ６ (木) 「教職員のメンタルヘルス研修　～ラインによるケア～　基礎研修」（共通）（福利課事業）

「学校組織運営の実践的取組と今後の課題」（校種ごと）（研究協議）

（ 講 話 ）

（ 講 話 ）

（研究協議）

（実践発表）

（研究協議）

（講義･演習）

目　　的 　主幹教諭の職務や校務処理，教育課程に関する諸問題や学校運営について研修し，主幹教諭として
の資質と指導力の向上を図る。

対 象 者

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

高等学校・特別支援学校 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

はぐくまれる
主な資質能力

研修会番号 ４１
経験段階

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

基礎形成期 資質成長期 資質充実期

12 ． ５（水）
（ 講 義 ）

（研究協議）

９ ． ５（水）

（実践発表）

（ 協 議 ）

（研究協議）

(曜) 研　　修　　内　　容

５ ． 29（火）
（ 講 話 ） 「主幹教諭に期待すること」　「本県の学校教育の現状と課題」

（研究協議） 「学校組織における主幹教諭の役割と課題」

目　　的 　主幹教諭の職務や校務処理，教育課程に関する諸問題や学校運営について研修し，主幹教諭として
の資質と指導力の向上を図る。

対 象 者 小学校，中学校新任主幹教諭　※前年度未受講者を含む。

会　　場 宮城県総合教育センター

小・中学校新任主幹教諭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

はぐくまれる
主な資質能力

研修会番号 ４０
経験段階

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

基礎形成期 資質成長期 資質充実期
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月．日

月．日

「新任教務主任に望むもの」

「教育課程と教務主任の実務」

「学校運営上の諸問題」

「保護者や教職員の心を開く教務主任」

「教育課程の実施における教育法規」

高等学校，特別支援学校新任教務主任　　※過年度未受講者を含む。

宮城県総合教育センター

月．日

６ ．８ (金) 「新任教務主任に期待するもの」

「教務主任の実務」

「教育法規演習事例研究」

８ ．10 (金) 「教育課程編成に関する諸課題」

「学校運営上の諸問題」

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４２

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

目　　的 　地域の拠点となる小・中学校に配置した安全担当主幹教諭が行う取組の実効性を高めるため，当該主
幹教諭の意義や役割，地域と連携した防災教育等を推進するために必要となる情報等を提供するととも
に，当該主幹教諭間の連携を図る。

対 象 者 小学校・中学校安全担当主幹教諭

会　　場 宮城県総合教育センター

安全担当主幹教諭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

７．４ (水)
(実践発表) 「1000年後の命を守る継続した防災教育の取組」

( 講 義 ) 「人づくり・町づくりを目指す防災・減災教育とは」

(曜) 研　　修　　内　　容

５．18 (金)
( 講 話 ) 「安全担当主幹教諭の意義と役割」「防災・安全教育の現状と課題について」

( 講 義 ) 「生徒指導上の諸問題への対応」「生きる力を育む安全教育の推進」

(研究協議) 「防災地域別研修会に向けて」

８．29 (水)
(研究協議) 「安全担当主幹教諭としての取組とその課題」

( 講 話 ) 「東日本大震災を語り継ぐ～避難所運営の実際と心のケア～」

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４３

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

目　　的 　教務主任としての役割を果たすために，教育課程編成に関する諸問題や学
校運営等について研修し，教務主任としての資質と指導力の向上を図る。

初任研(3年目)選択研修

中堅研選択研修 ○※

　小・中学校新任教務主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

※中堅研選択研修として午前のみ受講可
（ 講 義 ）

対 象 者 小学校，中学校新任教務主任（過年度未受講者を含む。）

会　　場 宮城県総合教育センター

(曜) 研　　修　　内　　容

（研究協議）

６．22（金）
（ 講 義 ）

（ 演 習 ）

５．24（木）
（ 講 話 ）

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４４

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

 高等学校・特別支援学校新任教務主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

（ 講 話 ）

（ 講 義 ）

（ 演 習 ）

（ 講 義 ）

（研究協議）

目　　的 　教務主任としての役割を果たすために，教育課程編成に関する諸問題や学校運営等について研修し，
教務主任としての資質と指導力の向上を図る

対 象 者

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容
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月 ． 日

「主幹教諭の職務の実際」

「主幹教諭の職務の実際」

「学校組織運営の課題とその対応」

「学校組織と主幹教諭」

「学校組織運営の実践的取組と今後の課題」

新任主幹教諭研修会

高等学校，特別支援学校新任主幹教諭 ※前年度未受講者を含む。

宮城県総合教育センター

月 ． 日

５ ． 30 (水） 「主幹教諭に期待すること」（共通）

「本県教育の現状と課題」（校種ごと）

「学校組織運営における主幹教諭の役割と課題」（校種ごと）

９ ． 27 (木) 「主幹教諭の職務の実際（震災後の課題に対応する学校マネジメント）」（共通）

「学校組織運営の課題とその対応（自校のリスクマネジメント）」（校種ごと）

12 ． ６ (木) 「教職員のメンタルヘルス研修　～ラインによるケア～　基礎研修」（共通）（福利課事業）

「学校組織運営の実践的取組と今後の課題」（校種ごと）

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

基礎形成期 資質成長期 資質充実期

小・中学校新任主幹教諭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

はぐくまれる
主な資質能力

研修会番号 ４０
経験段階

目　　的 　主幹教諭の職務や校務処理，教育課程に関する諸問題や学校運営について研修し，主幹教諭として
の資質と指導力の向上を図る。

対 象 者 小学校，中学校新任主幹教諭　※前年度未受講者を含む。

会　　場 宮城県総合教育センター

(曜) 研　　修　　内　　容

５ ． 29（火）
（ 講 話 ） 「主幹教諭に期待すること」　「本県の学校教育の現状と課題」

（研究協議） 「学校組織における主幹教諭の役割と課題」

９ ． ５（水）

（実践発表）

（ 協 議 ）

（研究協議）

12 ． ５（水）
（ 講 義 ）

（研究協議）

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

基礎形成期 資質成長期 資質充実期

高等学校・特別支援学校 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

はぐくまれる
主な資質能力

研修会番号 ４１
経験段階

目　　的 　主幹教諭の職務や校務処理，教育課程に関する諸問題や学校運営について研修し，主幹教諭として
の資質と指導力の向上を図る。

対 象 者

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

（研究協議）

（ 講 話 ）

（ 講 話 ）

（研究協議）

（実践発表）

（研究協議）

（講義･演習）
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月．日

月．日

「新任教務主任に望むもの」

「教育課程と教務主任の実務」

「学校運営上の諸問題」

「保護者や教職員の心を開く教務主任」

「教育課程の実施における教育法規」

高等学校，特別支援学校新任教務主任　　※過年度未受講者を含む。

宮城県総合教育センター

月．日

６ ．８ (金) 「新任教務主任に期待するもの」

「教務主任の実務」

「教育法規演習事例研究」

８ ．10 (金) 「教育課程編成に関する諸課題」

「学校運営上の諸問題」

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４２

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

目　　的 　地域の拠点となる小・中学校に配置した安全担当主幹教諭が行う取組の実効性を高めるため，当該主
幹教諭の意義や役割，地域と連携した防災教育等を推進するために必要となる情報等を提供するととも
に，当該主幹教諭間の連携を図る。

対 象 者 小学校・中学校安全担当主幹教諭

会　　場 宮城県総合教育センター

安全担当主幹教諭研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

７．４ (水)
(実践発表) 「1000年後の命を守る継続した防災教育の取組」

( 講 義 ) 「人づくり・町づくりを目指す防災・減災教育とは」

(曜) 研　　修　　内　　容

５．18 (金)
( 講 話 ) 「安全担当主幹教諭の意義と役割」「防災・安全教育の現状と課題について」

( 講 義 ) 「生徒指導上の諸問題への対応」「生きる力を育む安全教育の推進」

(研究協議) 「防災地域別研修会に向けて」

８．29 (水)
(研究協議) 「安全担当主幹教諭としての取組とその課題」

( 講 話 ) 「東日本大震災を語り継ぐ～避難所運営の実際と心のケア～」

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４３

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

目　　的 　教務主任としての役割を果たすために，教育課程編成に関する諸問題や学
校運営等について研修し，教務主任としての資質と指導力の向上を図る。

初任研(3年目)選択研修

中堅研選択研修 ○※

　小・中学校新任教務主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

※中堅研選択研修として午前のみ受講可
（ 講 義 ）

対 象 者 小学校，中学校新任教務主任（過年度未受講者を含む。）

会　　場 宮城県総合教育センター

(曜) 研　　修　　内　　容

（研究協議）

６．22（金）
（ 講 義 ）

（ 演 習 ）

５．24（木）
（ 講 話 ）

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４４

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

 高等学校・特別支援学校新任教務主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

（ 講 話 ）

（ 講 義 ）

（ 演 習 ）

（ 講 義 ）

（研究協議）

目　　的 　教務主任としての役割を果たすために，教育課程編成に関する諸問題や学校運営等について研修し，
教務主任としての資質と指導力の向上を図る

対 象 者

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

43
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月．日

「学校の活性化を図る研究主任の役割」

「校内研究の進め方」　　　　　　　　

原則として校内研究・研修の推進者としての役割を担う高等学校教諭・主幹教諭  各校１人

宮城県総合教育センター

月．日

「校内研究・研修の実際」

「校内研修の活性化と充実のために」

「学校組織を活性化するための校内研修・研究の在り方」（仮）

　講師：兵庫教育大学　大学院　教授　浅野　良一　氏

（ 講 義 ）

対 象 者

会　　場

(曜) 研　　修　　内　　容

７．５ (木）
（実践発表）

（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）

目　　的 　個々の教員の指導力向上と学校の組織力強化を目指し，各学校における校
内研究・研修を推進していくために，校内研究・研修に対する理解を深め，
担当者として必要な資質の向上を図る。

初任研(3年目)選択研修

中堅研選択研修 ○

高等学校校内研究・研修担当者研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

はぐくまれる
主な資質能力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

(実践報告) 「校内研究の実際」

(研究協議) 「校内研究推進上の課題」

研修会番号 ４６
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

(曜) 研　　修　　内　　容

５．16 (水)
( 講 話 )

※中堅研選択研修として午前のみ受講可
( 講 義 )

対 象 者 小学校・中学校新任研究主任（過年度未受講者も含む。）

会　　場 宮城県総合教育センター

目　　的 　研究主任としての役割を果たすために，校内研究の在り方や推進の手法に
ついて研修し，研究主任としての資質の向上を図る。

初任研(3年目)選択研修

中堅研選択研修 ○※

小・中学校新任研究主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

資質充実期

研修会番号 ４５
経験段階 基礎形成期 資質成長期
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月．日

気仙沼教育事務所管内：気仙沼市本吉公民館

月．日

「小学校における読書推進の今後を考える」（仮題）

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４７

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

防災主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

目　　的 　児童生徒等の安全確保のため，学校における防災教育の充実を図り，地域の特性や学校の実情に応じ
た防災拠点としての機能を整備する。また，地域とのなお一層の連携を図り，学校における防災教育等
に係る推進的な役割を担う人材を養成する。

対 象 者 公立学校の防災主任（小学校・中学校・高等学校・特別支援学校）　　※仙台市を除く
※防災主任の経験年数によって受講する日が異なります。
　Ａ【新任者】１日目・３日目の２日間を受講する。
　Ｂ【２年目】２日目・３日目の２日間を受講する。（※通算にして２年目の防災主任）
　Ｃ【３年目以上】３日目のみ受講する。（※１日目・２日目は希望により受講可能）
　　上記Ａ～Ｃの記号は，「受講者調査票」に記入していただく番号と一致しています。

なお，以下の校種の防災担当者は，新任者に限り，希望によって受講可能。
　・国公私立の幼稚園，国私立の小学校・中学校　・私立の高等学校
　・国立・私立の特別支援学校

※防災主任を兼務する安全担当主幹教諭は，１日目・２日目は希望者のみ受講とする。

本研修会は
個人の悉皆
研修です。

会　　場 宮城県総合教育センター 他

「防災主任の役割とみやぎ学校安全基本指針について」

(説明･協議) 「みやぎ防災教育副読本について」

新任者のみ ( 講 義 ) 「防災教育の日常化」

(曜) 研　　修　　内　　容

《１日目》 ( 講 義 ) 「これからの地震防災教育」

６．６ (水)
( 講 話 )

《２日目》 ( 講 義 ) 「気象災害の特徴と減災に向けた取組について」

６．19 (火)
(研究協議) 「所属校における防災教育の取組」

(講義・演習)

《３日目》　※　防災主任全員を対象に，地区ごとに実施します。下記の実施日と会場にご注意ください。

10.10　(水) 東部教育事務所管内：石巻市桃生公民館 11.19　(月)
10.29　(月) 大河原教育事務所管内：大河原合同庁舎 11.28　(水) 仙台教育事務所管内：総合教育センター

「災害時の子どものための心理的応急処置」

２年目のみ

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

11.７　(水) 北部教育事務所管内：大崎合同庁舎

研修会番号 ４８
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

図書館教育担当教諭等研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

目　　的 　図書館教育の担当としての役割を果たすために，学校図書館の今日的な意義についての理解を深める
とともに，図書館活用の推進に関する実践力の向上を図る。

対 象 者 小学校の司書教諭（１２学級以上は悉皆）及び希望する図書館担当教諭

※翌年度は中学校，翌々年度は高等学校・特別支援学校対象に実施

会　　場 宮城県図書館

(講義・演習) 「学校図書館運営上の課題」（仮題）

( 講 義 )

(曜) 研　　修　　内　　容

７．５ (木)
( 講 義 ) 「宮城の子供の読書活動の現状と課題」（仮題）

( 講 義 ) 「図書館の役割と図書館活用能力の育成」（仮題）
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月．日

気仙沼教育事務所管内：気仙沼市本吉公民館

月．日

「小学校における読書推進の今後を考える」（仮題）

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ４７

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

防災主任研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

目　　的 　児童生徒等の安全確保のため，学校における防災教育の充実を図り，地域の特性や学校の実情に応じ
た防災拠点としての機能を整備する。また，地域とのなお一層の連携を図り，学校における防災教育等
に係る推進的な役割を担う人材を養成する。

対 象 者 公立学校の防災主任（小学校・中学校・高等学校・特別支援学校）　　※仙台市を除く
※防災主任の経験年数によって受講する日が異なります。
　Ａ【新任者】１日目・３日目の２日間を受講する。
　Ｂ【２年目】２日目・３日目の２日間を受講する。（※通算にして２年目の防災主任）
　Ｃ【３年目以上】３日目のみ受講する。（※１日目・２日目は希望により受講可能）
　　上記Ａ～Ｃの記号は，「受講者調査票」に記入していただく番号と一致しています。

なお，以下の校種の防災担当者は，新任者に限り，希望によって受講可能。
　・国公私立の幼稚園，国私立の小学校・中学校　・私立の高等学校
　・国立・私立の特別支援学校

※防災主任を兼務する安全担当主幹教諭は，１日目・２日目は希望者のみ受講とする。

本研修会は
個人の悉皆
研修です。

会　　場 宮城県総合教育センター 他

「防災主任の役割とみやぎ学校安全基本指針について」

(説明･協議) 「みやぎ防災教育副読本について」

新任者のみ ( 講 義 ) 「防災教育の日常化」

(曜) 研　　修　　内　　容

《１日目》 ( 講 義 ) 「これからの地震防災教育」

６．６ (水)
( 講 話 )

《２日目》 ( 講 義 ) 「気象災害の特徴と減災に向けた取組について」

６． 19 (火)
(研究協議 ) 「所属校における防災教育の取組」

(講義・演習)

《３日目》　※　防災主任全員を対象に，地区ごとに実施します。下記の実施日と会場にご注意ください。

10.10　(水) 東部教育事務所管内：石巻市河北総合ｾﾝﾀｰ(ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝ) 11.19　(月)
11.２　(金) 大河原教育事務所管内：大河原合同庁舎 11.28　(水) 仙台教育事務所管内：総合教育センター

「災害時の子どものための心理的応急処置」

２年目のみ

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

11.９　(金) 北部教育事務所管内：大崎合同庁舎

研修会番号 ４８
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

図書館教育担当教諭等研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

目　　的 　図書館教育の担当としての役割を果たすために，学校図書館の今日的な意義についての理解を深める
とともに，図書館活用の推進に関する実践力の向上を図る。

対 象 者 小学校の司書教諭（１２学級以上は悉皆）及び希望する図書館担当教諭

※翌年度は中学校，翌々年度は高等学校・特別支援学校対象に実施

会　　場 宮城県図書館

(講義・演習) 「学校図書館運営上の課題」（仮題）

( 講 義 )

(曜) 研　　修　　内　　容

７．５ (木)
( 講 義 ) 「宮城の子供の読書活動の現状と課題」（仮題）

( 講 義 ) 「図書館の役割と図書館活用能力の育成」（仮題）



月．日

月．日

（特別支援学校）

(研 究 協 議 ) 「学習指導・生活指導について」

※注意事項：申込み時に，所属学部の別を記入すること。
　　　　　　ア：小学部　イ：中学部　ウ：高等部　エ：その他

７．３ (火)
( 講 義 ) 「特別支援教育に携わって」

講師：元特別支援学校長　澁谷　榮昭　氏

( 講 話 ) 「特別支援学校新担任者に期待すること」

( 研 究 協 議 ) 「本日の授業について」

・学部ごとに分かれて研究協議を行います。

( 講 義 ) 「特別支援学校の教育課程と自立活動」

(曜) 研　　修　　内　　容

６．１ (金)
【移動研修】

(授 業 参 観 ) 勤務校の所属学部と同じ学部の授業を参観します。

対 象 者 特別支援学校の新担任の教諭
※過年度未受講者も含む。
※常勤講師及び初任研対象者，特別支援学級経験者，通級指導担当経験者は該当しない。

会　　場 特別支援学校（６／１），宮城県総合教育センター（７／３）

目　　的 　特別支援学校の教育課程，学習指導についての基本的理解を深めるとともに，当面している実践上の
諸課題の解決を図る。特別支援教育についての理解を深める。

生徒指導力 子供理解 学校を支える力

特別支援学校新担任者研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

※注意事項：５／９に選択した障害種ごとの講義・演習になります。

研修会番号 ５０
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

８．１（水）
(講義・演習) 「障害種に応じた実態把握の仕方」

(講義・演習) 「障害種に応じた指導案作成」

肢体不自由，病弱・身体虚弱，弱視，難聴の学級担任のみ該当

（授業参観，研究協議）「学級経営上の諸問題」

ウ：船岡支援学校（肢体不自由）　　　エ：西多賀支援学校（病弱・身体虚弱）

オ：視覚支援学校（弱視）　　　　　　カ：聴覚支援学校（難聴）

※注意事項：担当している障害種ごとの会場となります。

ア小：知的障害（小学校）　　　　　　ア中：知的障害（中学校）

イ小：自閉症・情緒障害（小学校）　　イ中：自閉症・情緒障害（中学校）

※注意事項：担当している障害種と所属校により会場を振り分けます。

　　　　　　会場は５／９の研修会でお知らせします。

６．21（木）
【移動研修】

ア：知的障害　　　　　　イ：自閉症・情緒障害　　　　ウ：肢体不自由

エ：病弱・身体虚弱　　　オ：弱視　　　　　　　　　　カ：難聴　　　

※注意事項：申込み時に，担任している障害種に応じア～カを記入すること

６．５（火）
【移動研修】 知的障害，自閉症・情緒障害の学級担任のみ該当

（授業参観，研究協議）「学級経営上の諸問題」

(曜) 研　　修　　内　　容

５．９（水）
( 講 義 ) 「特別支援学級新担任者に期待すること」（学級経営に関する内容も含む）

( 選 択 講 義 ) 「特別支援学級の教育課程」（障害種別）

目　　的 　特別支援学級の教育課程，学級経営及び学習指導上の留意点や担任として理解しておくべき基礎的内
容の理解を深める。

対 象 者 小学校，中学校の特別支援学級新担任の教諭
※過年度未受講者を含む。初任研対象者，特別支援学校経験者及び通級指導担当経験者は該当しない。
※特別支援学級新担任の講師の受講も可能

会　　場 宮城県総合教育センター（５／９，８／１），移動研修（６／５又は６／21）

特別支援学級新担任者研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号　 ４９

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期
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月．日

「本校の教育と通級指導教室」　（授業参観）（授業検討会）

講師：東北福祉大学　教授　樋口　一宗　氏

研修会番号 ５１
経験段階 基礎形成期 資質成長期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

資質充実期

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

通級指導新担当者研修会（言語・LD等） 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

目　　的 　通級による指導の制度，学習指導等についての基本的理解を深めるとともに，当面している教室経
営や実践上の諸課題の解決を図る。特別支援教育についての理解を深める。

対 象 者 小学校，中学校，高等学校の通級指導新担当者（言語・LD等）
※過年度未受講者を含む。初任研対象者は該当しない。
※通級指導教室新担当の講師の受講も可能とする。

会　　場 宮城県総合教育センター（５/16，９/18），移動研修：小学校（６/13）

・通級指導の位置付け及び具体的な教材・教具の活用方法と実際の指導について学ぶ。

(曜) 研　　修　　内　　容

５．16 (水)
( 講 話 ) 「通級指導新担当者に期待すること」

講師：宮城教育大学キャリアサポートセンター　特任教授　石野　勝美　氏

・特別支援教育の推進に向けて通級指導新担当者に期待されていることを，講話を通
　して学ぶ。

(講義・演習) ア「言語通級の指導の実際」

講師：元小学校教諭　庄司　ヨネ子　氏　（言語）

イ「ＬＤ等通級の指導の実際」

・担当する通級指導教室別に受講する。

＊注意事項：申込み時に，担当している通級指導教室の別を記入すること。

　　　　　　ア：言語通級指導教室　　イ：ＬＤ等通級指導教室

６．13 (水)
【移動研修】 （小学校）

( 講 話 )

(研究協議) 「個に応じた支援について」

・（言語）指導中の動画を持ち寄り，効果的な指導の在り方について学ぶ。

・（LD等）「個別の指導計画」を持ち寄り，作成の視点や効果的な指導の在り方につい
　　　　　て学ぶ。

９．18 (火)
(研究協議) 「個に応じた指導と教材教具の活用について」

・言語・ＬＤ等共通講義，経験者，新担当者合同で行います。

・通級指導教室におけるよりよい支援や校内連携を構築する方法について，講義を通し
　て学ぶ。

講師：元小学校教諭　庄司　ヨネ子　氏　（言語）

・個に応じた指導について，教材教具の情報交換と助言を通して課題解決を図る。

・担当する通級指導教室別に受講する。

( 講 義 ) 「通級による指導を通常の学級に生かす具体的工夫の在り方」　【開放講義Ｍ】
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月．日

月．日

（特別支援学校）

(研 究 協 議 ) 「学習指導・生活指導について」

※注意事項：申込み時に，所属学部の別を記入すること。
　　　　　　ア：小学部　イ：中学部　ウ：高等部　エ：その他

７．３ (火)
( 講 義 ) 「特別支援教育に携わって」

講師：元特別支援学校長　澁谷　榮昭　氏

( 講 話 ) 「特別支援学校新担任者に期待すること」

( 研 究 協 議 ) 「本日の授業について」

・学部ごとに分かれて研究協議を行います。

( 講 義 ) 「特別支援学校の教育課程と自立活動」

(曜) 研　　修　　内　　容

６．１ (金)
【移動研修】

(授 業 参 観 ) 勤務校の所属学部と同じ学部の授業を参観します。

対 象 者 特別支援学校の新担任の教諭
※過年度未受講者も含む。
※常勤講師及び初任研対象者，特別支援学級経験者，通級指導担当経験者は該当しない。

会　　場 特別支援学校（６／１），宮城県総合教育センター（７／３）

目　　的 　特別支援学校の教育課程，学習指導についての基本的理解を深めるとともに，当面している実践上の
諸課題の解決を図る。特別支援教育についての理解を深める。

生徒指導力 子供理解 学校を支える力

特別支援学校新担任者研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

※注意事項：５／９に選択した障害種ごとの講義・演習になります。

研修会番号 ５０
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

８．１（水）
(講義・演習) 「障害種に応じた実態把握の仕方」

(講義・演習) 「障害種に応じた指導案作成」

肢体不自由，病弱・身体虚弱，弱視，難聴の学級担任のみ該当

（授業参観，研究協議）「学級経営上の諸問題」

ウ：船岡支援学校（肢体不自由）　　　エ：西多賀支援学校（病弱・身体虚弱）

オ：視覚支援学校（弱視）　　　　　　カ：聴覚支援学校（難聴）

※注意事項：担当している障害種ごとの会場となります。

ア小：知的障害（小学校）　　　　　　ア中：知的障害（中学校）

イ小：自閉症・情緒障害（小学校）　　イ中：自閉症・情緒障害（中学校）

※注意事項：担当している障害種と所属校により会場を振り分けます。

　　　　　　会場は５／９の研修会でお知らせします。

６．21（木）
【移動研修】

ア：知的障害　　　　　　イ：自閉症・情緒障害　　　　ウ：肢体不自由

エ：病弱・身体虚弱　　　オ：弱視　　　　　　　　　　カ：難聴　　　

※注意事項：申込み時に，担任している障害種に応じア～カを記入すること

６．５（火）
【移動研修】 知的障害，自閉症・情緒障害の学級担任のみ該当

（授業参観，研究協議）「学級経営上の諸問題」

(曜) 研　　修　　内　　容

５．９（水）
( 講 義 ) 「特別支援学級新担任者に期待すること」（学級経営に関する内容も含む）

( 選 択 講 義 ) 「特別支援学級の教育課程」（障害種別）

目　　的 　特別支援学級の教育課程，学級経営及び学習指導上の留意点や担任として理解しておくべき基礎的内
容の理解を深める。

対 象 者 小学校，中学校の特別支援学級新担任の教諭
※過年度未受講者を含む。初任研対象者，特別支援学校経験者及び通級指導担当経験者は該当しない。
※特別支援学級新担任の講師の受講も可能

会　　場 宮城県総合教育センター（５／９，８／１），移動研修（６／５又は６／21）

特別支援学級新担任者研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号　 ４９

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期
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月．日

「本校の教育と通級指導教室」　（授業参観）（授業検討会）

講師：東北福祉大学　教授　樋口　一宗　氏

研修会番号 ５１
経験段階 基礎形成期 資質成長期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

資質充実期

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

通級指導新担当者研修会（言語・LD等） 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

目　　的 　通級による指導の制度，学習指導等についての基本的理解を深めるとともに，当面している教室経
営や実践上の諸課題の解決を図る。特別支援教育についての理解を深める。

対 象 者 小学校，中学校，高等学校の通級指導新担当者（言語・LD等）
※過年度未受講者を含む。初任研対象者は該当しない。
※通級指導教室新担当の講師の受講も可能とする。

会　　場 宮城県総合教育センター（５/16，９/18），移動研修：小学校（６/13）

・通級指導の位置付け及び具体的な教材・教具の活用方法と実際の指導について学ぶ。

(曜) 研　　修　　内　　容

５．16 (水)
( 講 話 ) 「通級指導新担当者に期待すること」

講師：宮城教育大学キャリアサポートセンター　特任教授　石野　勝美　氏

・特別支援教育の推進に向けて通級指導新担当者に期待されていることを，講話を通
　して学ぶ。

(講義・演習) ア「言語通級の指導の実際」

講師：元小学校教諭　庄司　ヨネ子　氏　（言語）

イ「ＬＤ等通級の指導の実際」

・担当する通級指導教室別に受講する。

＊注意事項：申込み時に，担当している通級指導教室の別を記入すること。

　　　　　　ア：言語通級指導教室　　イ：ＬＤ等通級指導教室

６．13 (水)
【移動研修】 （小学校）

( 講 話 )

(研究協議) 「個に応じた支援について」

・（言語）指導中の動画を持ち寄り，効果的な指導の在り方について学ぶ。

・（LD等）「個別の指導計画」を持ち寄り，作成の視点や効果的な指導の在り方につい
　　　　　て学ぶ。

９．18 (火)
(研究協議) 「個に応じた指導と教材教具の活用について」

・言語・ＬＤ等共通講義，経験者，新担当者合同で行います。

・通級指導教室におけるよりよい支援や校内連携を構築する方法について，講義を通し
　て学ぶ。

講師：元小学校教諭　庄司　ヨネ子　氏　（言語）

・個に応じた指導について，教材教具の情報交換と助言を通して課題解決を図る。

・担当する通級指導教室別に受講する。

( 講 義 ) 「通級による指導を通常の学級に生かす具体的工夫の在り方」　【開放講義Ｍ】
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宮城県総合教育センター

月．日

５ . 16

１　共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築

２　インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進

３　特別支援教育コーディネーター　－役割と活動を中心に－

１　多様な学びの場

２　個別の指導計画

３　インクルーシブ教育システムの構築

研修会番号 ５２
経験段階 基礎形成期 資質成長期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力

資質充実期

特別支援教育コーディネーター
　　　　　　　　　新担当者研修会

教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

目　　的 　特別支援教育コーディネーターの役割について基礎的理解を深めるとともに，特別支援教育の動向や
コーディネートの実際を学ぶ。

対 象 者 幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校，中等教育学校の特別支援教育コーディネーターの
うち新担当者（教頭・主幹教諭・教諭・養護教諭・常勤講師）は悉皆。
※過年度未受講者を含む。
※特別支援教育コーディネーター経験者の受講も可能とする。
※私立学校の受講も可。

会　　場 ＜経験者の定員40人＞

(曜) 研　　修　　内　　容

( 講 義 ) 新担当者ｅラーニング研修

(水) ※注意事項：国立特別支援教育総合研究所のインターネットによる講義配信システムを利用し，下記３
講義を視聴してください。３講座全てに関し講義から得られたこと，実践上の諸課題を所定の様式にま
とめ，５／16までに指定のメールアドレスに送信してください。
（詳細は総合教育センターＷｅｂページを参照のこと）

までにレポー
トを作成し電
子メールで送
信すること

新担当者
（すべて視聴）

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修

( 講 義 ) 経験者ｅラーニング研修

※注意事項：国立特別支援教育総合研究所のインターネットによる講義配信システムを利用し，下記の
講義から１講義を視聴してください。講義から得られたこと，実践上の諸課題を所定の様式にまとめ，
５／16までに指定のメールアドレスに送信してください。
（詳細は総合教育センターＷｅｂページを参照のこと）

経験者
（１講義選択）

５．23 (水)
( 講 義 ) 「各校種におけるコーディネートの実際」

・特別な支援の必要な幼児児童生徒へのコーディネートの実際を校種別（幼稚園・小学
　校・中学校・高等学校・特別支援学校）に学ぶ。

(研究協議) 「各校種におけるコーディネートの諸課題」

・特別な支援の必要な幼児児童生徒へのコーディネートの諸課題を校種別（幼稚園・小
　学校・中学校・高等学校・特別支援学校）に協議して解決に迫る。

(講義・演習) 「特別な支援を必要とする幼児児童生徒の理解と支援を推進する校内研修」
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仙台市教育センター（７/30），宮城県総合教育センター（８/３），気仙沼市本吉公民館（８/７）

＞

月．日

講師：総合教育センター指導主事
※ ８.３（金）と８.７（火）の研修内容は同一のため，いずれかを選択する。
※

【ＰＲコーナー】

＞

月．日

【ＰＲコーナー】

(事例研究･演習) 「地域素材を活用した授業づくり」
発表者：宮城県小学校教諭

　研修１日目は，小学校社会科，中学校社会科，高等学校地歴公民科の３校種合同の教科専門研修会を開催します。国
立教育政策研究所教育課程調査官と大学教授を招いて，主体的な学びを実現する授業改善について研修します。２日目
は，小学校単独で，仙台市博物館を会場に開催します。仙台市博物館の貴重な資料を活用した授業づくりの在り方や，
県内の先生の優れた実践から，授業づくりのアイディアを学びます。

８．８ (水)
(講義・演習) 「博物館資料を活用した授業づくり」

講師：仙台市博物館　指導主事

終日中社及び
高地歴公民合
同開催

(講義・演習) 「思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業構想」
～「活動」と「振り返り」で実現する深い学び～

講師：山形大学大学院教育実践研究科　教授　江間　史明　氏

(曜) 研　　修　　内　　容

７．２ (月)
( 講 義 ) 「自ら学ぶ姿勢をはぐくむ社会科・地歴公民科の授業改善」

講師：国立教育政策研究所教育課程研究センター　教育課程調査官　樋口　雅夫　氏

○

対 象 者 小学校，特別支援学校（小学部）　主幹教諭・教諭，私立小学校教諭

会　　場 宮城県総合教育センター（７/２），仙台市博物館（８/８） ＜定員 30人

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力

目　　的 　社会科の今日的な課題を学ぶとともに，実践的な研修を通して，自ら学ぶ
姿勢をはぐくむ授業の在り方について理解を深め，指導方法の工夫・改善と
指導力の向上を図る。

初任研(3年目)選択研修 ○

中堅研選択研修

生徒指導力 子供理解 学校を支える力

小学校社会科研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

　１日目は，仙台市教育センターとの合同開催です。会場は仙台市教育センターです。菊池調査官の講演から新学習指
導要領，豊富な御経験をお持ちの青山先生から授業づくりについて学びます。
　２日目は，前半は，講師の小学校教諭の「書くこと」の模擬授業及び実践発表で学びます。後半は，今後取り組む予
定の授業又は７月までに行った授業（前年度含む）の学習指導案略案に基づき，５人前後の少人数グループで模擬授業
を行い互いの授業づくりの工夫点を協議します。サテライト研修はセンター研修と同一内容・講師です。

研修会番号 ５４
経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期 深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力

サテライト研修

８．７ (火)
８.７（火）のサテライト研修の対象者は，主に気仙沼教育事務所管内所属の教諭としますが，他の
教育事務所管内所属の教諭も受講可能です。

８．３ (金)
講師：小学校教諭

(模擬授業) 「児童が楽しく学べる授業づくりの工夫②」

(講義・演習) 「児童が楽しく学べる『読むこと』の授業づくりの工夫（仮題）」
講師：筑波大学附属小学校　教諭　青山　由紀　氏

センター研修 (模擬授業) 「児童が楽しく学べる授業づくりの工夫①」

(曜) 研　　修　　内　　容

７．30 (月)
( 講 演 ) 「新学習指導要領の実施に向けた国語科の授業づくり（仮題）」

講師：文部科学省　教科調査官　菊池　英慈　氏

対 象 者 小学校，特別支援学校（小学部）　主幹教諭・教諭，私立小学校教諭

会　　場

＜定員 100人

目　　的 　国語科教育の今日的な課題について理解を深めるとともに，学力向上の視
点に立った指導の在り方を授業改善の実践例を通して探り，指導力の向上を
図る。

初任研(3年目)選択研修 ○

中堅研選択研修 ○

深化発展期

はぐくまれる
主な資質能力

授業力 生徒指導力 子供理解 学校を支える力
研修会番号 ５３

経験段階 基礎形成期 資質成長期 資質充実期

小学校国語科研修会 教育への情熱
たくましく豊かな人
間性

自己研鑽力
学校のリーダーとして備
えるべき基本的な素養

－確かな国語の能力を育むための
　　　学習指導の工夫と授業改善－

学校経営能力 組織管理運営能力 外部連携能力 人材育成能力
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